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被災地を支えよう！ ２～３㌻

町長施政方針 ４～５㌻

平成23年度予算 ６～９㌻

●主な内容ともに乗り越えよう震災
陸前高田市の避難所、高田第一中学校で「ひっつみ」の提供をする
町職員らのボランティア（３月19日）
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義
援
金
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
こ

の
た
び
の
震
災
に
対
し
、
義
援
金

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

義
援
物
資
の
提
供

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

地
震
の
被
災
地
に
対
す
る
支
援

と
し
て
、
タ
カ
ナ
シ
乳
業
か
ら
牛

乳
約
８
０
０
０
本
を
提
供
い
た
だ

き
、
３
月
16
日
か
ら
20
日
ま
で
に

県
内
の
沿
岸
全
市
町
村
へ
届
け
ま

し
た
。

　

ま
た
、
町
と
町
社
会
福
祉
協
議

会
で
は
３
月
23
日
か
ら
25
日
ま
で

義
援
物
資
を
受
け
付
け
し
ま
し
た
。

毛
布
５
７
０
枚
、
タ
オ
ル
３
１
４

０
枚
な
ど
た
く
さ
ん
の
物
資
が
町

の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

町
女
性
団
体
連
絡
会
や
ガ
ー
ル
ス

カ
ウ
ト
の
方
々
の
ご
協
力
に
よ
り

仕
分
け
作
業
を
行
い
、
26
日
に
ト

ラ
ッ
ク
３
台
で
岩
泉
町
、
田
野
畑

村
、
野
田
村
、
山
田
町
へ
届
け
ま

し
た
。

　

今
後
も
、
被
災
し
た
市
町
村
か

ら
物
資
の
要
望
を
聞
き
、
義
援
物

資
の
取
り
ま
と
め
を
行
う
予
定
で

す
。
詳
し
く
は
、
く
ず
ま
き
テ
レ

ビ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

余
震
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

こ
れ
か
ら
も
震
度
５
以
上
の
余

震
が
起
こ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

大
き
な
地
震
が
起
き
た
ら
ど
う
し

た
ら
い
い
か
、
日
ご
ろ
か
ら
準
備

を
し
た
り
、
家
族
で
よ
く
話
し

合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

節
約
に
ご
協
力
を

　

町
内
で
も
ガ
ソ
リ
ン
や
灯
油
、

ガ
ス
な
ど
の
燃
料
が
不
足
し
て
い

ま
す
。

★
調
理
時
間
を
短
縮
す
る
な
ど
ガ

ス
の
節
約
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

★
照
明
を
消
す
な
ど
、
節
電
に
努

め
ま
し
ょ
う

★
必
要
以
上
に
買
い
だ
め
を
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

　４月１日、「くずまきテレビ」がついに開局しました。くずまきテレビは、これから少しずつ番組内容を充実
しながら、データ放送や本放送（イベント情報・お知らせ・町議会中継など）の情報を町の皆さんにお届けします。
　ここでは、データ放送対応のテレビなどがある家庭で確認できる「くずまきテレビ」のデータ放送の内容につ
いてお知らせします。
①くずまきテレビの画面でリモコンのｄボタンを押す ②見たい情報を選択し、より詳しい情報を確認

　リモコンのｄボタンを押すと、告知放送など６つの情報
が表示されます。ここから、さらに知りたい情報を選択し
ます。ここでは「お知らせ」を選択し、説明します。

　次の画面が切り替わり、生活情報など６つの情報が表示
されます。ここからさらに見たい情報を選択すると、より
詳しい情報を得ることができます。

▶

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
義
援
金
は
、

日
本
赤
十
字
社
、
中
央
共
同
募
金

会
を
通
じ
て
被
災
者
へ
配
分
さ
れ

ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

【
受
付
窓
口
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

葛
巻
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

66

－

２
１
１
１　

内
線
５
８
１

【
募
集
期
間
】

　

平
成
23
年
３
月
14
日
か
ら

　

平
成
23
年
９
月
30
日
ま
で

　

先
月
11
日
に
発
生
し
た
「
東
北

地
方
太
平
洋
沖
地
震
」
で
は
、
当

町
は
直
接
的
な
被
害
は
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
は

ご
親
戚
や
友
人
、
知
人
な
ど
で
被

害
に
遭
わ
れ
た
方
も
少
な
く
な

か
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
お
亡

く
な
り
に
な
っ
た
方
々
の
ご
冥
福

を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
被
害
を
受
け
ら
れ
た

皆
さ
ま
に
謹
ん
で
お
見
舞
い
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

町
と
し
て
も
、
沿
岸
の
全
市
町

村
へ
義
援
物
資
を
携
え
て
お
見
舞

い
に
駆
け
付
け
ま
し
た
。
か
つ
て

な
い
ほ
ど
の
被
害
に
遭
わ
れ
な
が

ら
、
そ
れ
に
立
ち
向
か
う
住
民
や

職
員
の
お
姿
を
拝
見
し
、
本
当
に

胸
が
詰
ま
る
思
い
で
あ
り
、
敬
意

を
表
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

被
災
地
の
復
興
に
は
か
な
り
の

時
間
を
要
す
る
と
は
思
い
ま
す
が
、

町
と
い
た
し
ま
し
て
も
で
き
る
こ

と
を
可
能
な
限
り
支
援
し
て
い
く

考
え
で
あ
り
ま
す
。
町
民
の
皆
さ

ま
と
一
緒
に
こ
の
困
難
を
乗
り
越

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

葛
巻
町
長

　
　
　
　
　

鈴　

木　

重　

男

メ
ッ
セ
ー
ジ

３月26日、野田村の避難所へ義援物資を届ける町職員。
３月30日現在で52人の職員が被災地へ

　３月11日午後２時46分ごろ、太平洋三陸沖でマグニチュード9.0、最
大震度７の観測史上最大級の地震が発生しました。岩手県や宮城県の沿
岸には、10ｍを超える津波が押し寄せ、家々をのみこみ１万人を超える
命が失われるなど甚大な被害が出ました。当町では、大きな被害はなかっ
たものの、停電や燃料不足からくる影響が出ました。

被災地を支えよう！
一人一人の力を合わせて

広がる
支援の輪

　県の要請により、町の保健師な
ど８人を久慈市と田野畑村へ派遣、
被災者の健康管理を行いました。

　森のそば屋（江刈川）から、葛
葉荘は「田楽」、高砂荘は「手打
ちそば」の提供を受けました。

　タカナシ乳業提供の牛乳約
8,000本を、町の職員が県内沿岸
のすべての市町村へ届けました。

　町や第３セクターの職員の有志
が、陸前高田市の避難所で「ひっ
つみ」1,300食を提供しました。

　県や市町村の職員とともに町職
員５人を山田町、大槌町へ派遣、
避難所の支援などをしました。

　タカナシ乳業本社から、町内の
乳児（７カ月未満）が、粉ミルク
や紙おむつの提供を受けました。

　葛巻高校生徒会の有志10人が、
「まちの駅」前で被災地域の方々
への募金を呼び掛けました。

　町の皆さんから義援物資を受け
付け。仕分け作業を行い、翌26日
に町職員が４市町村へ届けました。

3.13～3.13～ 3.153.15 3.16～3.16～

3.193.19

3.30～3.30～

3.173.17

3.233.23 3.253.25

データ放送・お知らせ・町議会中継など発信

4月1日開局「 」

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
が
発
生

3.11



４

３ １

２成17年度に行財政審議会の答申を受け、「第４次行政
改革大綱及び行政改革推進

実施計画」を策定。21年度までの
５年間、行財政改革に全庁を挙げ
て取り組みました。
　職員数を21％、地方債残高を30
％削減するという県下でも最も厳
しい目標を設定した集中改革プラ
ンでしたが、それぞれ所期の目標

広報くずまき・平成23年４月１日〔４〕〔５〕平成23年４月１日・広報くずまき

を上回る数値を達成しています。
今年度は、平成23年度から５年間
を推進期間とする「第５次行政改
革大綱」について、行財政審議会
で審議をいただきながら策定準備
を進めきましたが、22年度内には
審議会の答申がなされる予定です。
新年度から新しい大綱に基づき、
引き続き行財政改革に努めます。
　また、職員の資質向上を目的と
した県への職員派遣研修、人事交
流についても継続するほか、各種
研修についても積極的に行います。

行政改革の推進

夢
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

改良整備と中心市街地再整備に向けた
構想計画の策定など、中心市街地の活
性化へ向けた取り組みを県と連携しな
がら進めます。
　昨年実施された国勢調査でも明らか
になっているとおり、人口減少は当町
が直面する大きな課題です。町民・移
住者を問わず安心してこの町に住み続
けることができるよう、「定住促進奨
励金」などの町外からの移住者に対応
した事業に加え、新たに「新婚ライフ
サポート事業」、「住宅リフォーム応援
事業」など町民が充実した生活を送る
ため事業に取り組みます。５歳児の「保
育料無料化」や小学生までの「医療費
無料化」など子育て支援策や、きめ細
かな対策をさらに進めます。

どを踏まえ、前年度比24％増の３億
9,000万円としています。歳入、歳出
については、事業費の重点化、経費の
効率化に努めた結果、基金の取り崩し
を必要最小限にとどめました。
　特別会計は、前年度当初予算と比較
し、５特別会計の総額で約5,900万円、
2.4％減の24億6,000万円となっていま
す。
　国保会計は、国保税の落ち込みや国
庫支出金などの減少など厳しい財政状
況が見込まれることから、引き続き一
般会計からの繰入措置を継続し、安定
的な運営の確保に努めます。
　また、病院会計に
ついても、経営安定
化対策として一般会
計からの繰り入れを
行い、安定的な経営
の確保に努めます。
　各会計とも財政上、
特殊要因を抱えてお
り、安定的な事業運
営のため、一層の経
営努力をします。

しいため、小規模校及び複式学級の
少人数指導によるきめ細やかな教育
を行います。
　町行政と連携して特徴かつ魅力あ
る高等学校づくりへの支援を行い、
その存続発展に努めます。
　生涯学習の充実
 生きがいづくりや地域コミュニ
ティ活動を担う人材の育成、地域課
題の解決など、地域づくりの推進に
生かされる取り組みをします。
　生涯スポーツの推進
　年齢・性別を問わずスポーツに関
心を持ち、親しむ環境づくりを推進

総合計画に掲げる「地域の資源
を宝に変えて幸せを実感できる
高原文化のまち」の将来像に向

け、後期計画に位置付ける３つの「夢
のあるまちづくりプロジェクト」を実
践していきます。安心・活力・魅力のあ
るまちづくりを推進し「山村のモデル
となるまち」「住み続けたい町」「誇り
を持てる町」の実現に積極的に取り組
みます。

般会計当初予算は、総額を47億
3,013万円と定め、ほぼ前年度
並みの予算規模とすることがで

きました。さらに平成22年度からの繰
越事業として、普通建設事業を中心に
６億円ほどを予定し、23年度の執行額
としては、53億円規模となります。
　本予算案における主な特徴は、歳入
の町税については、ほぼ前年度並み（約
230万円、0.5％減）の４億7,900万円を
計上しています。
　地方交付税については、30億5,000
万円とし、国の地方財政計画における
基本方針を踏まえ、前年度当初より
8,000万円増額しています。
　町債については、総額３億4,000万
円を計上しました。このうち臨時財政
対策債については、国の地方財政計画
を踏まえ１億円減の１億8,000万円と
しました。
　歳出については、これまでの行政改
革の効果により、公債費を約１億1,000
万円減の８億6,000万円とし、総額の
抑制に努めました。
　投資的経費については、災害復旧事
業費や葛巻小学校プール整備事業費な

然環境と資源、人材とその知
恵など真の農山村の力を地域
の教育力として生かし、地域

を知り地域から学ぶ「ふるさと教育」
の推進に努めます。
　教育の充実
　新たな刺激に敏感な幼児期に多く
の体験と感動の機会を提供し、家庭
との連携を深め、子育て支援と就学
前教育の推進を一体的に進めます。
　小・中学校では少子化の減少が著

　平成20年度から３カ年で整備を進め
てきた総合的な情報通信基盤施設が完
成し、４月からの本格運用を待つばか
りとなりました。利用料については月
額525円とし、８月以降から徴収する
ことにしました。今後、町全域におい
てタイムリーな防災・行政情報の受信、
地デジ放送・ラジオ放送の視聴、高速
インターネット利用など、いよいよ都
市部と遜色ない情報通信サービスの享
受が可能となります。

　活力ある町を創出していくため、ま
ちなかでのイベント開催、国道281号

住民の安心・安全な
暮らしの実現

交流・定住人口の
拡大プロジェクト

環境・新エネルギーの
推進プロジェクト

　本年２月に東京都港区と町産材利活
用に係る協定を締結しました。首都圏
の子供たちを対象にした体験教育施設
へ木材を提供するなど、都市との取り
組みによる森林の適正管理と集成材を
含めた町産材の利用促進に努めます。
　また、公共施設の省エネ・グリーン
化推進事業、新エネルギー等導入促進
事業に引き続き取り組みます。

町
民
生
活
を
重
視

町
長
施
政
方
針

23 年 度
当初予算

平
成
23
年
度
の
予
算
を
審
議
す
る
町
議
会
３
月
定
例
会
は

３
月
４
日
か
ら
18
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

初
日
の
本
会
議
で
鈴
木
重
男
町
長
は
、

ま
ち
づ
く
り
の
重
要
施
策
に
つ
い
て
施
政
方
針
を
述
べ
ま
し
た
。

教育行政方針

予
算
編
成
に

つ
い
て

します。22年度に組織化された総
合型スポーツクラブの育成・強化
を図ります。
　文化の創造と継承
　「俳句で文化の薫るまちづくり
事業」は初開催から10回目という
一つの大きな節目の年にあたりま
す。本事業のこれまでの取り組み
を総括し更なる飛躍を図ります。

鈴木重男町長千葉洋一教育委員長千葉洋一教育委員長

町

平自

一
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　平成23年度の一般会計と特別会計を合わせた
予算の総額は71億9,714万円で、前年度を1.0％
下回る予算規模となりました。
　地域経済や雇用情勢など、町民生活を取り巻
く環境は依然として厳しい状況が続いている
ことから、暮らしの安定・安心に向けた施策や、
未来への飛躍につながる施策を、限られた財源
の中で効果的に取り組みます。

限られた財源で
　最大限の効果を

H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23

65
．５
億
円

65
．０
億
円

57
．２
億
円

48
．９
億
円

51
．３
億
円

49
．３
億
円

48
．２
億
円

45
．９
億
円

47
．４
億
円

47
．３
億
円

一般会計当初予算額の推移

　町の基本的な経費を計上する一
般会計の総額は、前年度を0.3％
下回る47億3,013万円です。

歳入　町が独自に確保できる自主
財源（町税や使用料など）の割合
は15.1％です。一方で、国や県か
ら配分されるお金や、町が借りた
お金などの依存財源の割合は84.9
％と、依然として国の動向に左右
されやすい財政状況となっていま
す。
　歳入の64.5％を占める地方交付
税は、前年度を8,000万円上回る
30億5,000万円を見込んでいます。

歳出　社会保障や子育て支援など
に使われる民生費が最も多く、全
体の21.5％、次いで、町が借りた
お金の返済に充てる公債費（18.2
％）、保健・衛生や環境対策に使わ
れる衛生費（15.5％）の順となっ
ています。
　人件費や公債費など、任意に削
減することができない義務的経費
の割合は45.4％で、前年度より1.1
ポイント下がりました。人件費は
128万円、公債費は１億1,024万円
の減額となっています。
　このことにより、自由に使える
財源の割合が高くなったというこ
とになります。

歳入

町税
4億7,994万円
（10.1％）

分担金及び
負担金
7,652万円
（1.6％）

その他の
自主財源
1億5,959万円
（3.4％）自

依

財源
主

存 財
源

地方交付税
30億5,000万円（64.5％）
地方交付税
30億5,000万円（64.5％）
地方交付税
30億5,000万円（64.5％）

国・県支出金
4億9,055万円
（10.4％）

国・県支出金
4億9,055万円
（10.4％）

国・県支出金
4億9,055万円
（10.4％）

町債
3億4,010万円
（7.2％）

その他の依存財源
1億3,343万円（2.8％）

47億3,013万円一般会計総額

人口は、平成23年２月28日現在の7,474人で計算。

町民一人当たりが受けるサービス

町民一人当たりの町税負担

（前年度比＋13,037円）

（前年度比＋1,201円）

63万2,878円

6万4,215円

歳出

民生費
（社会保障や
子育て支援に）
10億1,862万円
（21.5％）

公債費
（借りた資金の
返済に）
8億6,227万円
（18.2％）

公債費
（借りた資金の
返済に）
8億6,227万円
（18.2％）

公債費
（借りた資金の
返済に）
8億6,227万円
（18.2％）

衛生費
（保健・衛生、
環境対策に）
7億3,113万円
（15.5％）

総務費
（町の財産管理や
町税の事務に）
6億2,917万円
（13.3％）

総務費
（町の財産管理や
町税の事務に）
6億2,917万円
（13.3％）

総務費
（町の財産管理や
町税の事務に）
6億2,917万円
（13.3％）

教育費
（学校教育や
生涯学習に）
5億1,883万円
（11.0％）

教育費
（学校教育や
生涯学習に）
5億1,883万円
（11.0％）

教育費
（学校教育や
生涯学習に）
5億1,883万円
（11.0％）

農林水産業費
（農林・
畜産振興に）
3億4,529万円
（7.3％）

消防費
（防災や災害対策に）
2億7,339万円
（5.8％）

土木費
（道路の建設・維持管理に）
1億9,683万円（4.1％）

その他
1億5,460万円（3.3％）

平成23年度の主な新規事業
【子育て支援】
　■児童医療費助成･･･1,000万円
　　　小学生６年生までの医療費を無料化。
　■保育料の軽減･･･448万円
　就学前の５歳児について、町立保育所の保
育料を無料化。

　■子宮頸がん等予防接種助成･･･763万円
　子宮頸がん、ヒブ、小児用肺炎球菌の各予
防接種の費用を全額公費で負担。

【産業の振興】
　■地域振興作物生産拡大推進事業･･･65万円
　りんどう、小菊、ほうれん草、野沢菜、い
ちごの種子購入費の２割を助成。

　■ものづくり・人材育成支援事業･･･50万円
　　　事業者に対し、研修等の経費の一部を助成。
【教育の振興】
　■葛巻小学校プール整備事業･･･15,925万円 
　　　25ｍ、６コースの屋内プールを整備。

平成23年度会計別予算額
会  計  名 予算額 伸び率

一 般 会 計 47億3,013万円 △ 0.3%

特 

別 

会 

計

国民健康保険事業勘定特別会計 11億1,310万円 △ 1.7%
簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 1億6,863万円 2.8%
農業集落排水事業特別会計 1億9,961万円 △12.0%
後期高齢者医療事業特別会計 6,645万円 △12.8%
国民健康保険病院事業会計 9億1,922万円 △ 0.8%

合    計 24億6,701万円 △ 2.4%
総  合  計 71億9,714万円 △ 1.0%

 病院事業会計は、収益的収支のうち「収入」の総額。

23 年 度
当初予算
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▼
対
象
住
宅　

　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
住
宅

①
町
内
に
あ
る
住
宅
で
居
住
し
て

い
る
住
宅

②
建
築
後
５
年
以
上
経
過
し
た
住

宅▼
対
象
工
事
の
条
件

　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
工
事

①
経
費
（
消
費
税
及
び
地
方
消
費

税
を
除
く
）
が
30
万
円
以
上
の
工

事
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
外
構
工

事
は
除
き
ま
す
。

②
店
舗
併
用
住
宅
は
住
宅
部
分
の

工
事
と
し
ま
す
。

③
町
内
に
事
務
所
を
置
く
施
工
業

者
の
施
工
の
工
事
で
あ
る
こ
と
。

④
ほ
か
の
補
助
制
度
を
受
け
る
部

分
に
つ
い
て
は
、
商
品
券
の
交
付

対
象
と
し
ま
せ
ん
。

⑤
申
請
の
あ
っ
た
年
度
に
着
手
し
、

そ
の
年
度
内
に
完
了
す
る
も
の
。

▼
対
象
者

　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

①
町
内
に
住
所
が
あ
り
、
住
ん
で

い
る
所
有
者

②
町
税
な
ど
滞
納
し
て
い
な
い
人

▼
助
成
金
の
額

　

対
象
工
事
に
要
し
た
経
費
の
５

分
の
１
に
相
当
す
る
額
以
内
の
額

で
、
上
限
は
20
万
円
で
す
。
く
ず

ま
き
商
品
券
で
交
付
し
ま
す
。

▼
そ
の
他

　

平
成
23
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

25
年
３
月
31
日
ま
で
の
２
年
間
と

し
ま
す
。

住宅リフォーム助成事業

くずまきでくずまきで
“新婚ライフ”“新婚ライフ”
サポート事業サポート事業

　町内に住む新婚さんへ新婚ライフサポート
金を商品券で支給します。また、低家賃の住
宅をお貸しします。

　

婚
姻
届
時
に
、
夫
婦
の
ど
ち
ら

か
が
町
内
に
住
所
が
あ
る
45
歳
未

満
の
新
婚
夫
婦
（
再
婚
を
含
む
）

で
、
町
内
に
定
住
す
る
意
志
が
あ

る
夫
婦
に
対
し
て
サ
ポ
ー
ト
金
10

万
円
（
く
ず
ま
き
商
品
券
）
を
差

し
上
げ
ま
す
。
婚
姻
後
６
カ
月
を

経
過
し
た
後
、
申
請
に
よ
り
支
給

し
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
22
年
10
月
１
日
以

降
の
婚
姻
か
ら
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

婚
姻
届
時
に
お
い
て
、
町
内
に

住
所
が
あ
り
、
夫
婦
の
ど
ち
ら
か

が
45
歳
未
満
で
あ
る
新
婚
世
帯

（
再
婚
を
含
む
）
に
、
日
常
生
活

を
営
む
こ
と
の
で
き
る
家
電
製
品

な
ど
を
設
備
し
た
新
婚
ラ
イ
フ
サ

ポ
ー
ト
住
宅（
旧
医
師
住
宅
２
棟
）

を
、
月
額
５
０
０
０
円
で
お
貸
し

し
ま
す
。

　

た
だ
し
自
治
会
活
動
に
参
加
す

る
な
ど
、
地
域
住
民
と
の
交
流
を

深
め
る
こ
と
を
条
件
と
し
、
お
貸

し
す
る
期
間
は
１
年
間
を
限
度
と

し
ま
す
。

サ
ポ
ー
ト
金
10
万
円

差
し
上
げ
ま
す

低
家
賃
の
住
宅

お
貸
し
し
ま
す

くずまき商品券でくずまき商品券で
最高20万円を助成最高20万円を助成

空
き
家
の
リ
フ
ォ
ー
ム
に

奨
励
金
を
最
高
20
万
円

定住促進事業

パワーアップパワーアップ
空き家への奨励金空き家への奨励金

　

町
内
の
空
き
家
の
多
く
は
、
長

年
空
き
家
状
態
が
続
き
、
水
回
り

や
断
熱
な
ど
リ
フ
ォ
ー
ム
が
必
要

な
物
件
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
リ
フ
ォ
ー
ム
に
か
か
る

費
用
の
一
部
を
奨
励
金
と
し
て
支

給
し
、
町
へ
の
定
住
を
さ
ら
に
進

め
ま
す
。

　

Ｕ
タ
ー
ン
者
ま
た
は
Ｉ
タ
ー
ン

者
が
転
入
か
ら
１
年
以
内
に
、
町

内
の
空
き
家
を
居
住
す
る
た
め
に

取
得
ま
た
は
賃
借
し
て
リ
フ
ォ
ー

ム
し
た
場
合
に
支
給
し
ま
す
。

　

空
き
家
１
戸
に
つ
き
、
リ
フ
ォ

ー
ム
費
用
の
２
分
の
１
。
た
だ
し
、

20
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

地
域
情
報
通
信
基
盤
施
設

加
入
費
用
を
支
給

　

Ｕ
タ
ー
ン
者
ま
た
は
Ｉ
タ
ー
ン

者
が
、
地
デ
ジ
を
視
聴
す
る
た
め

地
域
情
報
通
信
基
盤
施
設
に
加
入

す
る
場
合
、
加
入
に
か
か
る
費
用

を
支
給
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
６
万
３
０
０
０
円
を

上
限
と
し
ま
す
。

空
き
家
を
貸
す
人
に
も

奨
励
金
５
万
円
を
支
給

　

空
き
家
の
所
有
者
は
、
売
買
や

賃
貸
す
る
に
当
た
っ
て
、
空
き
家

の
片
付
け
や
整
理
な
ど
負
担
が

多
く
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
Ｕ
タ
ー

ン
者
や
Ｉ
タ
ー
ン
者
へ
空
き
家
を
売

買
、
ま
た
は
賃
貸
す
る
所
有
者
に

も
、
空
き
家
１
戸
に
つ
き
５
万
円
を

支
給
し
、
定
住
促
進
を
図
り
ま
す
。

問い合わせ先
　総務企画課
　総合政策室　内線220

　

た
だ
し
、
町
の
空
き
家
バ
ン
ク
に

登
録
し
て
い
る
空
き
家
と
し
ま
す
。

　町民の皆さんが住宅など
を、町内の業者を利用して
リフォーム（住宅の修繕、
補修工事など）する場合に、
費用の一部を町が商品券で
助成します。

新婚さんにお貸しする葛巻病
院旧医師住宅

Information

農業者戸別所得保障制度について

　昨年からモデル事業として始まり、今年度から本格実施
される「農業者戸別所得補償制度」。23年度は、「水田活用」
などのほかに「畑作物」が新たに対象となりました。販売
目的で生産する農家が対象です。

①畑作物　畑地及び水田に麦、大豆、てん菜、でんぷん原
料用ばれいしょ、そば、なたねを作付け、販売を行う農業
者へ交付します。
②水田活用　水田で麦、大豆、粉用米、飼料用米等を生産、
販売する農業者へ交付。二毛作助成・耕畜連携助成や、規
模拡大や再生利用の加算があります。
③米　米の生産数量目標に従って生産・販売を行う農業者
へ交付します。
④産地資金　水田に町が指定する作物を作付け、販売した
農業者へ交付します。

　交付を受けるためには、販売先と契約を結ぶことや、営
農計画書を作成、提出することなどが必要になります。交
付単価や手続きなど詳細については、後日開催される集落
座談会に参加し、確認をお願いします。

【問い合わせ先】葛巻町水田農業推進協議会
　　　　　　　 担当・農林環境エネルギー課
　　　　　　　　☎66-2111 内線146

平成23年度「集落座談会」日程

月　日 班 会　　　場 時　間 対　象　地　区

４月19日
（火）

１
元木生活改善センター 10:00～

　11:30 元木

小屋瀬農村センター 13:30～
　15:00 小屋瀬

２
ゆきわり荘 10:30～

　11:30 吉ヶ沢

土谷川生活改善センター 13:30～
　14:30 土谷川

４月20日
（水）

１
星野生活改善センター 10:00～

　11:30 星野・馬場

小田林業研修センター 13:30～
　15:00 小田・垂柳

２
冬部生活改善センター 10:00～

　11:30
下冬部・田屋・根地戸・市部内
境の沢・名前端・毛頭沢

田野構造改善センター 13:30～
　15:00

前里・田部馬渕・正路・寺畑
触沢・上田野

４月21日
（木）

１
江刈農村センター 10:00～

　11:30 泉田・小苗代・中村・寺田

橋場生活改善センター 13:30～
　15:00 大沢・橋場・野中

２
遠矢場林業研修センター 10:00～

　11:30 江刈馬淵・遠矢場・車門

五日市生活改善センター 13:30～
　15:00 山岸・五日市・栗山

４月22日
（金） １ 葛巻町総合センター 10:00～

　11:30

田代・平船・田子・城内小路
下町・新町・浦子内・茶屋場
四日市・江刈川
※上記日程に来られない方

新しい事業
スタートします
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45
年
間
の
歴
史
を
閉
じ
る
こ
と

に
な
っ
た
葛
巻
幼
稚
園
（
楢
山
節

子
園
長
・
園
児
４
人
）
で
は
３
月

19
日
、
最
後
の
修
了
式
を
行
い
ま

し
た
。
今
年
度
卒
園
児
は
在
籍
し

て
お
ら
ず
、
卒
園
式
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

修
了
式
で
楢
山
園
長
は
、「
４

月
か
ら
通
う
認
定
子
ど
も
園
で
は
、

み
ん
な
の
こ
と
を
喜
ん
で
迎
え
て

く
れ
る
と
思
い
ま
す
。
幼
稚
園
の

よ
う
に
頑
張
っ
て
楽
し
く
遊
ん
で

く
だ
さ
い
ね
。」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。
園
児
４
人
が
「
元
気
・

本
気
・
根
気
の
誓
い
を
忘
れ
ず
頑

張
り
ま
す
」
と
元
気
よ
く
お
別
れ

の
こ
と
ば
を
言
い
ま
し
た
。

　

葛
巻
幼
稚
園
は
昭
和
40
年
に
設

立
、
こ
れ
ま
で
約
１
２
０
０
人
の

卒
園
児
を
送
り
出
し
ま
し
た
。
昭

和
60
年
か
ら
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
と

し
て
町
の
消
防
演
習
に
参
加
し
続

け
、
ま
た
茶
道
を
取
り
入
れ
、
お

作
法
に
も
力
を
入
れ
ま
し
た
。

　

楢
山
園
長
が
永
年
に
わ
た
り
学

校
茶
道
指
導
者
と
し
て
貢
献
さ
れ

た
と
し
て
、
裏う

ら

千せ
ん

家け

家
元
よ
り
感

謝
状
を
受
け
ら
れ
、
３
月
３
日
の

お
茶
会
で
お
祝
い
を
し
ま
し
た
。

葛
巻
幼
稚
園
で
最
後
の
修
了
式

あ
り
が
と
う

　
　

デ
イ
ビ
ッ
ド
さ
ん

　

町
教
育
委
員
会
の
デ
イ
ビ
ッ

ド
・
マ
ナ
ー
リ
オ
さ
ん
（
33
歳
）

が
５
年
間
の
勤
務
を
終
え
、
葛
巻

町
を
去
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

デ
イ
ビ
ッ
ド
さ
ん
は
、
12
人
目

の
英
語
の
指
導
主
事
助
手
と
し
て
、

平
成
18
年
３
月
に
来
町
。
町
内
の

全
て
の
小
中
学
校
で
児
童
・
生
徒

に
英
語
を
教
え
る
と
と
も
に
、
町

民
と
も
交
流
を
深
め
て

き
ま
し
た
。
５
年
間
の

勤
務
は
、
こ
れ
ま
で
の

英
語
指
導
主
事
助
手
と
し
て
は
最

長
で
、
日
本
語
だ
け
で
な
く
葛
巻

弁
も
使
い
こ
な
す
ほ
ど
で
す
。

　

４
月
か
ら
は
、
葛
巻
町
で
の
経

験
を
生
か
し
、
八
幡
平
市
の
小
中

学
校
で
英
語
を
教
え
る
と
い
う
こ

と
で
す
。

　

後
任
は
マ
ラ
キ
・
ブ
ル
ム
さ
ん

（
男
性
・
32
歳
）
で
す
。
５
月
号
で

ご
紹
介
し
ま
す
。

盛岡三高１年
鳩岡　千

ち

尋
ひろ

　さん
　いつも楽しく授
業をしてくれまし
た。英検の時、リ

スニングの発音をしっかり教えて
くださり、ありがとうございまし
た。葛巻にも遊びに来てね。

小屋瀬中１年
千葉　澪

れい

　さん
　デイビッド先生
は最初から日本語
がスラスラでびっ

くりしました。英語の歌などで楽
しく勉強できました。八幡平市に
行っても頑張ってください。

　人生は本のようにというたとえがあります。
広報くずまきのお陰で、葛巻章という僕の人
生の一部分を見ることができました。
　まずは、葛巻中と五日市小の卒業生に謝り
ます。生徒たちと卒業式に出席すると約束し
ましたが、大地震の影響で出席できませんで
した。
　部活動に参加させてくれた生徒たち、あり
がとう。バスケット協会のみんな、ありがと
う。もっと若い時に葛巻に来たら、もっと遊
べたかな？ママさんバレーのみんな、本当に
ありがとう。あんなに笑って楽しくバレーを
したことはなかったです。葛巻の皆さんのお
かげで僕は日本のことをたくさん知ることが
できました。僕がここに来て皆さんにどれく
らい影響を与えられたかわかりませんが、葛
巻が僕に影響を与えたことは確かです。
　どの国でも子どもが成長することは大変な
ことだというのをあらためて実感しました。
でも、葛巻の子どもたちは恵まれた環境にあ
ると思います。僕が見たアメリカの学校で起
きているような暴力にも直面していないから
です。成功するためのものは全部備わってい
ます。やる気だけが必要で、それは与えらる
ものではなく自分自身からわき出すものです。
　まだ僕は岩手にいます。葛巻にも来ますの
で、さようならではありません。もっといろ
いろ書きたいのですが、この章はここまで。
皆さんのおかげで葛巻で５年間、過ごすこと
ができました。ありがとうございました。

ずようなごどで・・・・。

ディビッド・マナーリオ
（指導主事助手・33歳）

葛巻章

この文章は本人が日本語で書いています。

あ
り
が
と
う
、
そ
し
て
、
ま
た
…
。

①～③最後
の修了式の
様子④ひな
まつりに行
われたお茶
会。地域の
方々などた
くさん駆け
付けました。

①

④

②

③

①小屋瀬小５・６年生の最後の
授業のあとに記念撮影　②葛巻
中３年１組の授業。生徒たちは
笑顔がたえない　③葛巻中女子
バレー部と一緒に練習するデイ
ビッドさん。どの中学校でも放
課後、部活動に積極的に参加し、
生徒と一緒に汗を流しました。

①

②

③

　

４
月
１
日
付
け
で
、

町
職
員
45
人
が
新
た
な

部
署
へ
異
動
し
ま
し
た
。

（　

）
内
は
前
職
。

人
事

異
動

課
長
級　

総
務
企
画
課
主
幹
兼
総
合

政
策
室
長
兼
広
報
調
査
係
長
兼
定
住

対
策
係
長
（
教
育
委
員
会
幼
児
学
校

教
育
室
長
）
深
澤
口
和
則
▼
会
計
管

理
者
兼
住
民
会
計
課
長
（
農
業
委
員

会
事
務
局
長
）
和
野
一
男
▼
健
康
福

祉
課
付
主
幹
社
会
福
祉
法
人
誠
心
会

派
遣
（
同
）
上
小
路
隆
男
▼
農
業
委

員
会
事
務
局
長
（
農
林
環
境
エ
ネ
ル

ギ
ー
課
林
政
振
興
室
長
兼
林
政
係
長

兼
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
室
長
兼
環
境
エ

ネ
ル
ギ
ー
係
長
）
丹
内
勉
▼
葛
巻
病

院
看
護
師
長
（
同
副
看
護
師
長
）
高

見
美
保
子
▼
教
育
委
員
会
教
育
次
長

（
同
教
育
次
長
兼
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
所
長
）
近
藤
勝
義
▼
教
育
委
員
会

主
幹
兼
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長

（
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
補
佐
兼

管
理
係
長
）
外
久
保
勝
利
▼
教
育
委

員
会
主
幹
兼
幼
児
学
校
教
育
室
長

（
同
主
幹
兼
生
涯
学
習
推
進
室
長
兼

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係
長
）
村
木
淳
一　

室
長
級　

住
民
会
計
課
住
民
室
長

（
同
住
民
室
長
兼
総
合
窓
口
係
長
）

岩
泉
宇
昭
▼
農
林
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー

課
林
政
振
興
室
長
兼
林
政
係
長
兼
環

境
エ
ネ
ル
ギ
ー
室
長
兼
環
境
エ
ネ
ル

ギ
ー
係
長
（
盛
岡
広
域
振
興
局
）
石

亀
竜
太
▼
農
林
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
課

農
政
振
興
室
長
兼
農
政
係
長
（
同
農

政
振
興
室
長
兼
農
政
企
画
係
長
）
山

下
弘
司
▼
葛
巻
病
院
事
務
局
長
補
佐

兼
医
事
係
長
（
総
務
企
画
課
定
住
対

策
特
命
主
任
主
査
兼
広
聴
広
報
統
計

係
長
）
澤
口
節
子
▼
葛
巻
病
院
副
看

護
師
長
（
同
上
席
看
護
師
）
村
澤
さ

ち
子
▼
葛
巻
病
院
上
席
看
護
師
兼
介

護
支
援
専
門
員
（
同
主
任
看
護
師
兼

介
護
支
援
専
門
員
）
千
葉
ユ
キ
子
▼

葛
巻
病
院
上
席
看
護
師
（
同
主
任
看

護
師
）
大
久
保
克
子
▼
葛
巻
病
院
上

席
看
護
師
（
同
主
任
看
護
師
）
楢
木

ト
モ
子
▼
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
推

進
室
長
兼
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係
長
（
建

設
水
道
課
副
主
幹
兼
農
村
整
備
係
長

兼
地
籍
調
査
係
長
）
青
名
畑
幸
彦
▼

葛
巻
保
育
園
分
園
五
日
市
保
育
園
園

長
兼
上
席
保
育
士
（
五
日
市
保
育
園

園
長
兼
上
席
保
育
士
）
山
形
茂
子
▼

葛
巻
保
育
園
分
園
小
屋
瀬
保
育
園
園

長
兼
上
席
保
育
士
（
葛
巻
保
育
園
上

席
保
育
士
）
林
貞
子
▼
葛
巻
保
育
園

分
園
江
刈
保
育
園
園
長
兼
上
席
保
育

士
（
江
刈
保
育
園
園
長
兼
上
席
保
育

士
）
道
場
和
枝
▼
葛
巻
保
育
園
上
席

保
育
士
（
五
日
市
保
育
園
上
席
保
育

士
）
山
形
豊
子　

副
主
幹
級　

議
会

事
務
局
副
主
幹
兼
総
務
係
長
（
同
総

務
係
長
）
千
葉
隆
則　

係
長
級　

総

務
企
画
課
広
聴
広
報
主
査
（
同
主

任
）
和
野
美
歌
▼
住
民
会
計
課
総

合
窓
口
係
長
（
教
育
委
員
会
総
務
係

長
）
落
合
咲
子
▼
健
康
福
祉
課
福
祉

係
長
（
農
林
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
課
農

業
振
興
係
長
）
遠
藤
陽
二
郎
▼
農
林

環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
課
環
境
衛
生
主
査

（
同
主
任
）
松
尾
さ
ゆ
り
▼
教
育
委

員
会
教
育
係
長
（
健
康
福
祉
課
福
祉

係
長
）
石
角
則
行　

主
任
級　

総
務

企
画
課
主
任
（
同
課
付
主
任
盛
岡
広

域
振
興
局
派
遣
）
松
本
満
▼
総
務
企

画
課
主
任
（
農
林
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー

課
主
任
）
吉
澤
晴
之
▼
総
務
企
画
課

付
主
任
盛
岡
広
域
振
興
局
派
遣
（
農

林
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
課
主
任
）
星
野

孝
幸
▼
住
民
会
計
課
主
任
（
同
課
付

主
任
岩
手
県
地
方
税
特
別
滞
納
整
理

機
構
派
遣
）
折
本
誠
▼
農
林
環
境
エ

ネ
ル
ギ
ー
課
主
任
（
総
務
企
画
課
付

主
任
岩
手
県
政
策
地
域
部
派
遣
）
遠

藤
政
明
▼
農
林
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
課

主
任
（
総
務
企
画
課
主
任
）
森
勇
一

　

主
任
主
事
級　

総
務
企
画
付
主
任

主
事
岩
手
県
政
策
地
域
部
派
遣
（
住

民
会
計
課
主
任
主
事
）
熊
谷
勇
一
▼

総
務
企
画
課
主
任
主
事
（
同
主
事
）

櫻
田
慎
▼
総
務
企
画
課
主
任
主
事

（
同
主
事
）
本
宮
隆
良
▼
健
康
福
祉

課
付
主
任
主
事
盛
岡
北
部
行
政
事
務

組
合
派
遣
（
同
）
下
天
广
浩
▼
健
康

福
祉
課
主
任
主
事
（
同
主
事
）
星
野

正
人　

主
事
級　

総
務
企
画
課
主
事

（
同
主
事
補
）
八
重
樫
純
▼
住
民
会

計
課
主
事
（
同
主
事
補
）
前
野
正
寿

　

労
務
職　

葛
巻
小
学
校
主
任
用
務

員
（
同
用
務
員
）
下
村
美
穂
▼
葛
巻

保
育
園
主
任
調
理
員
（
葛
巻
中
学
校

主
任
用
務
員
）
中
崎
ト
ミ
子
▼
葛
巻

保
育
園
分
園
五
日
市
保
育
園
主
任
調

理
員
（
葛
巻
保
育
園
主
任
調
理
員
）

大
下
す
き
子
▼
葛
巻
保
育
園
分
園
小

屋
瀬
保
育
園
主
任
調
理
員
（
小
屋
瀬

中
学
校
主
任
調
理
員
）
千
葉
の
り
子

　

新
採
用　

総
務
企
画
課
主
事
補　

御
堂
地
翼
▼
農
林
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー

課
主
事
補　

山
崎
佑
太

３
月
31
日
付
・
７
人

退
職
者　

入
月
俊
昭
（
会
計
管
理
者

兼
住
民
会
計
課
長
）
▼
六
辺
フ
ミ

（
住
民
会
計
課
副
主
幹
兼
国
保
主

査
）
▼
角
口
広
志
（
葛
巻
病
院
主
幹

兼
事
務
局
長
補
佐
兼
医
事
係
長
）
▼

澤
口
正
子
（
葛
巻
病
院
看
護
師
長
）

▼
高
井
優
子
（
小
屋
瀬
保
育
園
園
長

兼
上
席
保
育
士
）
▼
大
上
ト
キ
エ

（
五
日
市
保
育
園
主
任
調
理
員
）
▼

デ
イ
ビ
ッ
ド
・
マ
ナ
ー
リ
オ
（
教
育

委
員
会
指
導
主
事
助
手
）　

県
へ
復

帰　

佐
藤
義
房
（
総
務
企
画
課
総
合

政
策
室
長
）
▼
菊
池
孝
幸
（
葛
巻
病

院
外
科
長
）

町
民
の
皆
さ
ん

長
い
間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

デ
イ
ビ
ッ
ド
先
生

あ
り
が
と
う
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喜びに満ちた表情で卒業証書を受け取る卒業生

57人が学びやを巣立つ
葛巻高校で卒業式挙行

　県立葛巻高等学校の卒業式が３月１日、同校の体育館で
挙行され57人の卒業生が母校を巣立ちました。
　卒業生は喜びに満ちた表情で、ひとりずつ高松博明校長
から卒業証書を受け取りました。高松校長は式辞で「自分
を磨き、進歩向上させようとする強い意志を持ち、自らの
人生を歩んでください」とはなむけの言葉を贈りました。
　卒業生を代表して前生徒会長の澤勇摩さん（３年）は、「こ
の学びやで培ったたくましさと仲間パワーを武器に、決し
ておそれることなく突き進んでいくことを誓います」と答
辞を述べました。

とてもなごやかな雰囲気の子育て研修会

愛って？反対はなに？
なごやか子育て研修会

　子育て中のお母さんなどを対象とした子育て研修会が３
月６日、町総合センターで開かれ、37人が参加しました。
　講師の西里真澄さん（助産師）からの「あなたにとって
愛とは何ですか？」「愛の反対は何ですか？」という問いに、
会場の参加者からは「優しさ」「思いやり」「好き」などの
答えが出て、とてもなごやかな雰囲気になりました。
　丸山ちはやさん（芸術あそび虹色の部屋主宰）は「絵本
を通して子どもの想像力を引き出し、五感を使い人生を楽
しむ時間を子どもと共有しよう」と語りました。この研修
会で、初めて試みた託児所の利用者は19人でした。

母校の江刈中で講演する前野十行さん

集団就職・苦学の経験
前野十行さんが講演会
　江刈中学校の卒業生で千葉県で教員生活をおくった前野
十
じゅう

行
こう

さんの講演会が３月９日、同校で行われ在校生や前野
さんの同級生、地域の方々など80人が参加しました。
　前野さんは昭和41年に同校を卒業後、集団就職列車で上
京し、仕事をしながら夜間の高校、大学に通い教員免許を
取得しました。図書館の扉にある「押せば開く」や「道は
開ける」という言葉に励まされた経験などを語りました。
　村田大成さん（３年）は「今までずっと親に世話をして
もらっても、感謝しなかった。これから周りの人や親に感
謝の気持ちを伝えていきたい」と感想を述べました。

　22年度に結成し活動をスター
トした葛巻小学校合唱クラブ（部
員44人）の「スマイル44コンサー
ト」は３月５日、町総合センタ
ーで行われました。保護者や地
域の方々など120名が子どもた
ちの明るい歌声を楽しみました。
　第１部ではＮＨＫ合唱コンク
ールの課題曲で、町合併55周年

記念式典でも歌った「緑のララ
ラ」や「いのちのいっちょうめ」
などを、　第２部では学年ごと
のアンサンブルや３人が独唱に
も挑戦しました。
　第３部では「With You Smile」
などで締めくくり、全17曲を披
露し観客から大きな拍手が送ら
れました。

応援してくれた皆さまに☆スマイル44コンサート

　世界で活躍するスポーツ選手
の輩出を目指す岩手県の「いわ
てスーパーキッズ発掘・育成事
業」で葛巻小６年の星野帆乃華
さん㊨と葛巻中１年の與羽りな
さん㊧がスーパーキッズ４期生
に選ばれました。
　２人は学校での「新体力テス
ト」で１次選考を、県内10 ヶ
所で20ｍ走や反復横とびなど体
力測定で２次選考を、記録測定
や面接などの最終選考を通過し
選ばれました。
　きっかけは２人とも、１期生

に選ばれた学校の先輩でもある
「峠舘由衣さん（盛岡三高１年）
にあこがれて」。「陸上の長距離
を頑張ってみたい」というりな
さんは、いっぱい運動して、い
っぱい食べて、いっぱい寝るよ
うに心掛けているそうです。「ス
ノーボードが好き」という帆乃華
さんは、これからいろんなスポー
ツに挑戦してみたいそうです。
　これから２人は月１～２回行わ
れる「スペシャルスクール」に親
子で参加し、身体能力や知的能
力を高めていくことになります。

見事！スーパーキッズに!!
與
よ

羽
は

りなさん・星野帆
ほ

乃
の

華
か

さん

　葛巻小学校の体育館が２月末
に完成し３月４日、待ちに待っ
た児童たちが「体育館の完成を
よろこぶ会」を開き新しい体育
館を駆け回りました。
　近藤聖校長はあいさつで、体
育館の使い始めに児童らと「感
謝の心を忘れない」「大事にき
れいに使う」「いっぱい運動す
る」の３つを約束しました。
　３年の遠藤千尋さんは「初め
て中に入ったとき、木のにおい
がしました。床もピカピカで、
大事に使います」と話しました。
　さっそくみんなで遊ぼうと、
先生がサングラスをかけ子ども
たちを追い掛ける「ゲーム逃走
中」が始まると、大きな歓声と

ともに子どもたちが体育館を思
いっきり駆け回りました。
　新しい体育館は木造平屋建で、
延べ床面積は1,194㎡。柱や梁

はり

に葛巻産の大断面構造用集成材
をふんだんに使い、床暖房を設
備。ステージは音響や照明が充
実しています。車椅子や小さな
お子さま連れの方でも利用でき
るトイレを設置し、バリアフリ
ーにも配慮しています。外観は、
ミルクとワインをイメージした
色になっています。
　新しい体育館は、学校行事の
みならず地域や各種団体への一
般開放、災害時の拠点など多目
的に利用できる施設です。

葛巻小学校の体育館が完成

思いっきり駆け回る子どもたち

ミルクとワインをイメージした体育館の外観
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「学ぶこと　それは自分を　みがくこと」　角かく地ち 　健たつ希き さん（江刈中３年）の作品

　

平
成
22
年
度
60
歳
の
つ
ど
い
は
３
月

５
日
、
グ
リ
ー
ン
テ
ー
ジ
を
会
場
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
前
原
文
雄
実
行
委
員

長
（
小
泉
）
が
「
３
度
目
の
成
人
式
で

す
が
、
人
生
は
こ
れ
か
ら
」
と
あ
い
さ

つ
。
第
１
部
で
は
矢
巾
百
笑
ク
ラ
ブ
の

平
野
多
佳
子
さ
ん
（
矢
巾
町
）
が
『
発

想
を
転
換
し
よ
う
！
平
野
多
佳
子
の

「
ち
ゃ
ぶ
台
返
し
騒
動
記
」』
と
題
し
講

演
し
ま
し
た
。

　

第
２
部
の
交
流
会
で
は
、
歌
に
踊
り

に
大
盛
り
上
が
り
。
参
加
者
た
ち
は
60

歳
を
迎
え
、
さ
ら
な
る
頑
張
り
を
誓
い

合
い
ま
し
た
。

これからの活躍を誓い合った60歳のつどい参加者

還暦迎えてもまだまだ元気！
３度目の成人式「60歳のつどい」

　

町
生
涯
学
習
推
進
本
部
（
本
部
長
・

鈴
木
重
男
町
長
）
で
は
、
町
民
の
皆
さ

ん
の
「
聞
き
た
い
、
知
り
た
い
、
学
び

た
い
」
と
い
う
要
望
に
応
え
て
町
の
職

員
な
ど
が
直
接
出
向
き
、
担
当
分
野
の

情
報
を
提
供
す
る
「
出
前
講
座
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

10
人
程
度
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
れ
ば
ど

な
た
で
も
申
し
込
み
で
き
ま
す
。
自
治

会
や
学
校
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
の

勉
強
会
な
ど
で
活
用
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。
詳
し
く
は
教
育
委
員

会
生
涯
学
習
推
進
室
（
役
場
内
線
２
７

５
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

町
政
・
福
祉
・
税･･･

町
の
こ
と 

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か

ま
な
び
ぃ
く
ず
ま
き
出
前
講
座

俳
句
の
吟
行
に
挑
戦
す
る
江
刈
小
学
校
の
児
童
た

ち
（
昨
年
６
月
）

　

教
育
委
員
会
で
は
、
毎
月
開
か
れ
る

ス
ポ
ー
ツ
や
講
座
な
ど
の
生
涯
学
習
情

報
を
「
く
ず
ま
き
カ
レ
ン
ダ
ー
」「
ま

な
び
の
森
の
案
内
板
」
で
お
届
け
し
ま

す
。
く
ず
ま
き
カ
レ
ン
ダ
ー
は
４
月
上

旬
、
ま
な
び
の
森
の
案
内
板
は
毎
月
１

回
、
全
世
帯
へ
配
布
し
ま
す
。

　

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も

参
加
で
き
る
生
涯
学
習
講
座
の
情
報
を

提
供
し
ま
す
の
で
、
ご
覧
に
な
っ
て
皆

さ
ん
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。　

学
び
の
情
報

お
届
け
し
ま
す

　

そ
の
月
に
開
か
れ
る
講
座
や

教
室
の
詳
し
い
内
容
を
お
知
ら

せ
し
ま
す

　

毎
月
１
回
、
全
世
帯
に
配
布

し
ま
す
。

　

町
や
学
校
の
行
事
、
各
種
大

会
の
予
定
な
ど
が
一
目
で
分
か

り
ま
す
。

　

４
月
初
旬
に
全
世
帯
、
事
業

所
な
ど
に
配
布
し
ま
す
。

ま
な
び
の
森
の
案
内
板

く
ず
ま
き
カ
レ
ン
ダ
ー

019-606-1722
青少年なんでも相談室

▶森と風のがっこう
　　子どもオープンデー

▶移動図書車“やまどり号”
　4月巡回日

　森と風のがっこう（上外川）では、下記の
日程で子どもオープンデーを開催します。と
んだり、はねたり、走ったり、自然を満喫で
きるプログラムがいっぱいです。詳しい内容
や申し込みは、毎回学校を通じて配布される
チラシをご覧下さい。
　①４月16日　②５月14日　③６月11日
　④７月２日　⑤５月10日　⑥10月15日
　⑦11月12日　⑧１月14日

11日（月）　江刈・北部方面
12日（火）　五日市・馬淵・江刈川方面
14日（木）　小屋瀬・吉ヶ沢方面
15日（金）　田代～茶屋場
※詳しくは葛巻町公民館（役場内線162）へ
お問い合わせください。

町
政
全
般

・
こ
れ
か
ら
の
葛
巻
町

・
町
の
人
口
増
や
し
ま
し
ょ
う

福
祉
、
医
療

・
認
知
症
に
つ
い
て

・
い
ざ
と
い
う
と
き
の
救
命
救
急

生
活
、
環
境

・
道
路
に
つ
い
て

・
ゴ
ミ
の
分
け
方
、
出
し
方

教
育
、
文
化

・
俳
句
に
親
し
も
う

・
明
神
穴
探
検
隊

産
業

・
家
族
経
営
協
定
Ｑ
＆
Ａ

・
農
地
法
と
は

　
　
　
　
　

※
全
53
メ
ニ
ュ
ー

出
前
講
座
メ
ニ
ュ
ー
（
一
例
）

チャレンジデー2011
　住民総参加のスポーツイベント、国際チャレンジデー。
17回目の挑戦となる今年の対戦相手が決定しました。

開 催 日　5月25日(水)
対戦相手　北海道新

しん

得
とく

町
ちょう

薪
を
使
っ
て
野
外
調
理
に
挑
戦
す
る

参
加
者
（
昨
年
６
月
）

悩んでいるとき、困っているとき･･･電話してみませんか？

☆相談時間☆
火・水・金・土・日 9:00 ～ 16:00

　月・木 9:00 ～ 20:00

相談は無料です。
秘密は固く守ります。
お気軽にご相談ください。

㈳岩手県青少年育成県民会議
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お 知 ら せ

開設します

縦覧できます

試験を実施します

名称が変わります

年金相談窓口

危険物取扱者

消防本部

固定資産台帳

　盛岡年金事務所は、毎月１回、役
場で年金相談窓口を開設します。
　相談会は、予約制です。当日受け
付けでも相談できますが、予約者優
先になります。
　４月分は決まり次第「くずまきテ
レビ」などでお知らせします。
●持参する物　①年金手帳　②年金
証書　③預金通帳　④印鑑　⑤身
分証明書（運転免許証など。顔写
真の入った身分証明書のない人は、
保険証、病院の診察券、年金手帳、
預金通帳など２点をお持ちくださ
い。）
●問い合わせ先　盛岡年金事務所　
お客様相談室（☎019-623-6211）

　㈶消防試験研究センター岩手県支
部は、危険物取扱者試験を実施しま
す。
●試験日　７月２日（土）
●会場　建設研修センター（盛岡市）
久慈市防災センター (久慈市)など
●試験の種類　甲種、乙種第１類～
第６類、丙種
●申請受付　５月９日（月）～５月
17日（火）
●問い合わせ先　㈶消防試験研究セ
ンター岩手県支部（☎019-654-
7006）

●対象者　固定資産の所有者、納税
義務者、納税管理人又はこれらの
人から委任された人（委任状必要)
●縦覧内容　町内の土地又は家屋の
所在地、面積、評価額など（所有
者や税額などは対象外）
●問い合わせ先　住民会計課（☎内
線133）

　４月１日から盛岡地区広域行政事
務組合消防本部の名称が変更になり
ます。

　納税者が、他の土地や家屋との比
較をして、自分の土地や家屋の評価
が適正かどうかを判断できるように
するため、評価額を記載した台帳を
縦覧することができます。
●期間　４月１日～４月30日（土、
日、祝日は除く）
●縦覧場所　住民会計課

休日当番医

小児救急病院　　
　夜間受入当番医

町内の求人情報

■新岩手農業協同組合
①技術職（ＬＰガス販売、設備工事他、
ＬＰガス全般業務）②不問 ③1人 ④
118,800円～132,000円 ⑤03011-180211 
⑥普通自動車運転免許　第二種販売主任
者又は液化石油ガス設備士あればなお可
▶①訪問介護員 ②不問 ③2人 ④時給
1,000円～1,600円 ⑤03010-10395211
⑥ホームヘルパー2級・1級、介護福祉
士、看護師のいずれか　普通自動車免許
（ＡＴ限定可）
■日本調剤㈱東北支店
　 ①薬剤師 ②45歳以下 ③２人 ④278,
000円～450,000円 ⑤04010-10070011 ⑥
薬剤師免許
■アパレル中央㈱
　 ①生産管理 ②35歳以下 ③1人 ④150,
000円～250,000円 ⑤03011-207711 ⑥不
問
■㈱ビルド遠藤
①浄化槽設備士 ②不問 ③1人 ④
207,000円～230,000円 ⑤03011-181511 
⑥浄化槽設備士の免状
―――――――――――――
◎就業を希望する方は、ハローワーク沼
宮内(☎62-2139)に求人Noを告げてお
問い合わせください。求人情報は、役場
ロビーでも配布しています。
―――――――――――――
先月から引き続き求人している企業
■社会福祉法人誠心会　　 看護師　■
㈱メフォス北東北事業部　調理員　■コ
アラ歯科　　 歯科衛生士　　 歯科助
手■医療法人敬仁会　　 介護福祉士　
　 看護師　　 介護支援専門員　■㈱ビ
ルド遠藤　建設機械オペレーター及び普
通作業員　■アパレル中央㈱　縫製工　
■㈱コメリ　農業アドバイザー　■瀧澤
企画　整備工　■㈱ニチイ学館盛岡支店
　医療事務　■岩泉自動車運輸㈱　運転
手　■㈳葛巻町畜産開発公社　乳製品製
造、フロント業務　■㈲土橋ブロイラー
　一般事務員　■岩手ケーブルテレビジ
ョン　事務及び補助業務

①職種 ②年齢 ③求人数 ④基本給
⑤求人No ⑥資格など　

注）　は正社員採用

月日 医療機関 電話番号
４月３日 葛巻診療所 67-1111

10日 葛巻病院 66-2311
17日 近藤医院 66-2425
24日 葛巻病院 66-2311
29日 西島医院 66-2210

５月１日 葛巻病院 66-2311
３日 葛巻診療所 67-1111
４日 葛巻病院 66-2311
５日 近藤医院 66-2425

22災51号河川災害復旧工事
■請負者…㈱阿部土建エンタープライズ
■落札額…56,500,000円
■指名業者…㈱阿部土建エンタープ
ライズ、葛巻土建㈱、㈱ビルド遠
藤、三陸土建㈱、東野建設工業㈱、
㈱恵工業

【３月８日入札分】
葛巻病院宿直室改修工事
■請負者…㈲江田建築
■落札額…2,700,000円
■指名業者…㈲江田建築、㈲上遠野
工務店、久多良建設、㈱ビルド遠
藤、㈲山下建設

入札結果
【２月23日入札分】

温かい志
　このほど社会福祉協議会に温かい
志が寄せられました。

▼香典返しに代えて
　村木良悦さん(下町)から150,000
円、近藤道雄さん(田子)から50,000
円、芦澤盛さん(茶屋場)から100,000
円、堀欠俊英さん（四日市）から
100,000円。
　ありがとうございました。

●新名称　盛岡地区広域消防組合消
防本部（盛岡市内丸8番5号）
●問い合わせ先　同本部（☎019-
626-7401）

岩手医大病院（☎019-651-5111）
４月 2,11,15,17,23日
５月 2,5日
県立中央病院（☎019-653-1151）
４月 3,6,7,10,13,16,18,21,24,26,27,29日
５月 1,6,8,9日
盛岡赤十字病院（☎019-637-3111）
４月 1,4,8,14,22,25,28日
５月 4日
もりおかこども病院（☎019-662-5656）
４月 9,20,30日
５月 7日
川久保病院（☎019-635-1305）
４月 5,12,19日
５月 3日

葛巻病院の外来診療日・診療時間のご案内　平成23年４月～
診療科 月 火 水 木 金

内　科

午前 ● ● ● ● ●

午後 ● ● ● ●
受付時間：午前11時30分まで　午後4時30分まで
午後の診察は３時からです。

外　科

午前 ● ● ●

午後
午前中の診療のみになります。
受付時間：午前11時まで

診療科 月 火 水 木 金

小児科

午前 ● ● ●

午後 ●
午後1時～ 4時

●
午後２時30分～ 4時

●
午後1時～ 4時

受付時間：午前11時30分まで　午後3時30分まで

診療科 月 火 水 木 金

産婦人科

午前 ●

午後 ●
水曜日午後の診療は、３時からです。
木曜日午前の診療は、第２週と第４週です。

眼　科

午前 ● ●

午後

受付時間：午前11時30分まで

※都合により変
更・休診等にな
ることがありま
す。確認のうえ
お出掛けくださ
い。

人
事
異
動

《今月のプレゼンテーター》
　「年齢不詳、雑種、そしてすべて拾ってきた我が家のわんちゃ
んです。」と、動物大好きな中崎保子さん（橋場）は「モモちゃん、
ナナちゃん、フクちゃん（左から）」と愛犬を呼びます。中に
は、保健所に向かう車から中崎家へやってきた犬も。「犬は常
に３頭はいるし、猫は今６匹」と、夫婦二人と大家族の中崎家。
365日、朝夕２回の散歩はどんなことがあっても欠かしません。
　偶然にも里帰り中の次女・里美さんも親譲りの動物好きで猫
２匹も一緒に生活しています。「地震の被災地のペットは、ど
うしているのかしら」と、心配する中崎家の大家族（？）です。

内　　容 件数
4
4
2
10

金額(円)
33,000
25,000
15,000
73,000計

※町長交際費とは…町が外部と付き合
うときに使われるお金で、各種団体の
総会や懇談会の会費が主なものです。

会議などの会費
祝賀会などのお祝
その他（お悔みなど）

２月の町長交際費

山火事に注意
葛巻町山火事防止運動月間
４月１日～５月31日

平成23年度統一標語

その油断　緑の森を　火の海に
盛岡中央消防署葛巻分署・農林環境エネルギー課

選 

挙

4月10日の岩手県知事・岩手県議会議員
震災の影響により

新たな選挙日程は、決まり次第お知らせします。

　　　　　　　　　　　【葛巻町選挙管理委員会】

延期になりました

４
月
１
日
付

盛
岡
地
区
広
域
消
防
組
合

盛
岡
中
央
消
防
署
葛
巻
分
署
関
係

※
（　

）
は
前
職

転
入
者　

分
署
長
（
盛
岡
西
消
防

署
副
主
幹
兼
警
防
係
長
事
務
取

扱
）
髙
橋
功
一
▼
分
署
長
代
理

（
盛
岡
南
消
防
署
矢
巾
分
署
長
代

理
）
髙
橋
俊
春
▼
分
署
長
代
理

（
盛
岡
中
央
消
防
署
救
急
救
助
係

主
査
・
救
急
担
当
）
遠
藤
和
男
▼

（
盛
岡
南
消
防
署
仙
北
出
張
所
）

橋
本
洋
佑
▼
（
盛
岡
中
央
消
防

署
）
吉
岡
雅
樹
▼
（
盛
岡
西
消
防

署
）
野
原
聖
▼
（
新
採
用
）
触
沢

周
平

転
出
者　

盛
岡
南
消
防
署
矢
巾
分

署
長　

下
村
保
彦
▼
盛
岡
中
央
消

防
署
玉
山
出
張
所
長
代
理　

橋
本

明
▼
盛
岡
中
央
消
防
署
救
急
救
助

係
主
査
・
救
急
担
当　

前
川
忠
之

▼
盛
岡
南
消
防
署　

山
内
聡
史
▼

盛
岡
中
央
消
防
署
兼
消
防
本
部
総

務
課
盛
岡
中
央
消
防
署
庁
舎
建
設

準
備
室　

川
端
諒
▼
盛
岡
西
消
防

署
滝
沢
分
署　

小
寺
潤
▼
盛
岡
中

央
消
防
署　

触
沢
晃



1 金「くずまきテレビ」開局サイレン点検日
10:00～
　　正午 町内

2 土

❸ 日

4 月

5 火 子育てサロン
葛巻中学校入学式

10:00～
13:30～

保健センター
葛巻中学校

6 水

新入学期の交通事故防止推進期間（～ 15日）
小屋瀬小学校入学式
小屋瀬中学校入学式
江刈中学校入学式

11:00～
14:00～
14:00～

小屋瀬小学校
小屋瀬中学校
江刈中学校

7 木

なかよし広場
葛巻小学校入学式
江刈小学校入学式
五日市小学校入学式

 9:00～11:30
10:00～
10:30～
10:00～

保健センター
葛巻小学校
江刈小学校
五日市小学校

8 金

9 土

10 日 クリーン葛巻行動の日（道路の部）

11 月 やまどり号巡回
心配ごと相談  9:00～12:00

江刈・北部方面
保健センター

12 火
やまどり号巡回
生活習慣病予防検診（栗山・泉田地区）
子育てサロン

 7:00～ 9:30
10:00～12:00

五日市・馬淵・江刈川方面
立神会館
保健センター

13 水 生活習慣病予防検診（四日市地区）
乳児健診・離乳食相談

 7:00～ 9:30
13:00～

四日市コミュニティセンター
保健センター

14 木

ことばの教室入級・始業式
やまどり号巡回
生活習慣病予防検診（旧田野小学校区）
なかよし広場

 7:00～ 9:30
 9:00～11:30

葛巻小
小屋瀬・吉ヶ沢方面
田野構造改善センター
保健センター

15 金

やまどり号巡回
生活習慣病予防検診（元木・土谷川地区）
生活習慣病予防検診（結核・肺がんのみ）
葛巻高校入学式
岩手県司法書士会無料定期相談会

 7:00～ 9:30
10:30～10:45
10:00～
16:00～19:00

田代～茶屋場
元木生活改善センター
土谷川生活改善センター
葛巻高校
総合センター

16 土 おはなし会＆映画会①
子どもオープンデー

13:30～
10:00～15:00

総合センター
森と風のがっこう

17 日

18 月 生活習慣病予防検診（吉ヶ沢地区）  7:00～ 9:30 ゆきわり荘

19 火 生活習慣病予防検診（小屋瀬・上外川地区）
子育てサロン

 7:00～ 9:30
10:00～12:00

小屋瀬農村センター
保健センター

20 水
生活習慣病予防検診（田代・平船地区）
心配ごと相談
ポリオ予防接種

 7:00～ 9:30
 9:00～12:00
13:00～

田代コミュニティセンター
保健センター
　

21 木 生活習慣病予防検診（田子地区）
なかよし広場

 7:00～ 9:30
 9:00～11:30

田子ふれあいセンター
保健センター

22 金 生活習慣病予防検診（新町地区）  7:00～ 9:30 新町自治会館

23 土

24 日 生活習慣病予防検診
　（城内小路・下町・江刈川地区）

 7:00～ 9:30 保健センター

25 月 生活習慣病予防検診（茶屋場地区）  7:00～ 9:30 茶屋場自治会館

26 火 生活習慣病予防検診（浦子内地区）
子育てサロン

 7:00～ 9:30
10:00～12:00

象鼻会館
保健センター

27 水
生活習慣病予防検診
　（江刈馬淵・遠矢場・車門地区）
生活習慣病予防検診（結核・肺がんのみ）

 7:00～ 9:30

10:30～10:45

遠矢場林業研修センター

馬淵中央公民館

28 木
生活習慣病予防検診（小苗代・中村地区）
なかよし広場
心配ごと相談

 7:00～ 9:30
 9:00～11:30
 9:00～12:00

江刈農村センター
保健センター
　　〃

29 金
昭和の日
第４回くずまき高原牧場鯉
のぼりまつり(～ 5月5日）

30 土

❶ 日 サイレン点検日 　　正午 町内

2 月 固定資産税（第1期）口座振替日

❸ 火 憲法記念日

❹ 水 みどりの日
七滝まつり 冬部地区

❺ 木 こどもの日

6 金

7 土

〔19〕平成23年４月１日・広報くずまき

広　　告

広報カレンダー 町のホームページアドレス  http://www.town.kuzumaki.iwate.jp
役場の各種手続きの方法やサービス、町のイベント情報、
広報くずまきなどをインターネットでご覧いただけます。

日 曜 主 な 行 事 時　間 場　　　所

4 月
日 曜 主 な 行 事 時　間 場　　　所

5 月

卯
う づ き

月 April

皐
さ つ き

月 May

広報くずまき・平成23年４月１日〔18〕

健康福祉 ネットワーク
みんなでつくろう健康くずまき

　

４
月
12
日
か
ら
町
内
の
各
地
区

で
、
定
期
健
康
診
断
が
始
ま
り
ま

す
。

　

自
分
の
た
め
に
も
、
家
族
の
た

め
に
も
年
一
回
は
定
期
健
診
を
受

け
、
自
分
の
身
体
の
状
態
を
確
認

し
、
健
康
管
理
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

【
健
診
の
受
診
方
法
】

①
健
診
の
前
日
は
、
午
後
８
時
ご

ろ
ま
で
に
夕
食
を
す
ま
せ
て
く
だ

さ
い
。

　

水
や
お
茶
、
薬
の
服
用
は
大
丈

夫
で
す
が
、
お
酒
は
控
え
て
く
だ

さ
い
。

②
健
診
の
２
日
前
か
ら
便
通
を
整

え
、
当
日
は
で
き
る
だ
け
用
便
を

す
ま
せ
て
か
ら
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。

③
当
日
は
食
べ
た
り
、
飲
ん
だ
り
、

喫
煙
を
せ
ず
、
薬
は
起
床
後
早
め

に
服
用
し
て
か
ら
受
診
し
ま
し
ょ

う
。

④
服
装
は
、
ボ
タ
ン
や
フ
ァ
ス

ナ
ー
な
ど
の
金
具
が
つ
い
て
い
な

い
も
の
で
、
脱
ぎ
や
す
い
も
の
を

選
び
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
腹
囲
測
定
が
あ
る
の
で
、

き
つ
い
下
着
な
ど
は
あ
ら
か
じ
め

脱
い
で
く
だ
さ
い
。

⑤
歯
科
健
診
は
、
元
木
生
活
改
善

セ
ン
タ
ー
・
田
子
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
・
保
健
セ
ン
タ
ー
・
江
刈
農

村
セ
ン
タ
ー
・
旧
小
田
小
学
校
・

旧
冬
部
小
学
校
の
６
会
場
で
行
い

ま
す
。
事
前
に
、
歯
み
が
き
や
、

う
が
い
を
し
て
か
ら
会
場
に
来
て

く
だ
さ
い
。

【
日
程
】

　

時
間
と
場
所
は
、
保
健
委
員
が

配
布
し
た
チ
ラ
シ
か
広
報
カ
レ
ン

ダ
ー
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

【
持
ち
物
】

①
配
布
さ
れ
た
受
診
票
（
記
入
し

て
お
持
ち
下
さ
い
）

②
保
険
証
と
受
診
券
（
社
会
保
険

被
扶
養
者
で
特
定
健
診
を
受
け
る

人
）

【
こ
こ
ろ
の
健
康
度
チ
ェ
ッ
ク
】

　

保
健
委
員
さ
ん
か
ら
、「
こ
こ

ろ
の
健
康
度
チ
ェ
ッ
ク
」
用
紙
が

配
布
さ
れ
ま
す
。
身
体
も
、
心
も
、

自
分
の
こ
と
は
自
分
が
一
番
よ
く

知
っ
て
い
る
と
思
い
が
ち
で
す
が
、

自
分
の
心
が
発
す
る
信
号
を
感
じ

な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
こ
の
機
会
に
自
分
の
心
に
耳

を
傾
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

用
紙
に
チ
ェ
ッ
ク
し
、
健
診 

当
日
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

自
分
の
健
康
は
、
自
分
で
つ
く
ろ
う
！

春
の
定
期
健
康
診
断

子宮頸がんなど予防ワクチン接種事業

　町は、子宮頸がん予防ワクチン、ヒブワ
クチンおよび小児用肺炎球菌ワクチンの接
種事業を平成23年度から実施する予定で
したが、このたびの震災やワクチン不足な
どの影響により、一時見合わせます。
　接種のめどが立ち次第、お知らせします。

一時見合わせます

　３月９日の幼児歯科健康診査
で、虫歯がなかったお友達です。

なみおか　しげとくん
（３歳・茶屋場）

やはた　しょうやくん
（３歳・田子）

さとう　かんらちゃん
（３歳・茶屋場）

かみかわら　たくやくん
（３歳・星野）

ちば　そうたくん
（６歳・小屋瀬）

虫歯ゼロ
わたし

ぼく

被災者相談窓口を設置被災者相談窓口を設置
　東北地方太平洋沖地震による被災者（避難者）を　東北地方太平洋沖地震による被災者（避難者）を
対象に、生活に関する相談を受け付けています。対象に、生活に関する相談を受け付けています。
▶健康福祉課福祉係　☎66－2111(152)▶健康福祉課福祉係　☎66－2111(152)

謹んで地震災害のお見舞いを　
　　　　　　　　申し上げます

みどりのニコちゃんカード
終 了 の お 知 ら せ

まったつ　りんてん
∽∽自転車は安全・
　　　安心の専門店から∽∽
でんわ　66－2777

現在ご利用いただいております
みどりのニコちゃんカードは、
今年の５月31日をもって終了と
なります。

満点ニコちゃんカードは、６月30日までご利用できます

くずまき商業協同組合　☎66－2658
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沿
岸
で
は
津
波
か
ら
身
を
守
る
方
法
と

し
て
伝
わ
る
「
津
波
て
ん
で
ん
こ
」
と
い

う
言
葉
が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。「
津

波
の
時
は
、
親
子
で
あ
っ
て
も
構
う
な
。

一
人
ひ
と
り
が
て
ん
で
ん
ば
ら
ば
ら
に

な
っ
て
も
早
く
高
台
へ
行
け
」
と
い
う
意

味
を
持
つ
そ
う
で
す
。
こ
の
言
葉
は
沿
岸

の
学
校
で
の
防
災
教
育
で
取
り
入
れ
ら
れ
、

今
回
多
く
の
子
ど
も
た
ち
の
命
が
救
わ
れ

た
そ
う
で
す
。
や
は
り
昔
の
方
々
の
知
恵

や
方
言
の
持
つ
力
は
、
す
ご
い
な
あ
と
実

感
し
ま
し
た
。
▽
今
月
号
は
紙
面
の
都
合

で
、「
町
民
の
ひ
ろ
ば
」
を
お
休
み
し
ま

し
た
。
取
材
し
て
も
載
せ
ら
れ
な
か
っ
た

方
々
、
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
わ
ち
ゃ

ん
劇
場
フ
ァ
ン
の
皆
さ
ん
、
次
月
号
ま
で

楽
し
み
に
お
待
ち
く
だ
さ
い
。　
（
和
野
）

　

今
月
１
日
、「
く
ず
ま
き
テ
レ
ビ
」
が

い
よ
い
よ
開
局
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
、

カ
メ
ラ
を
片
手
に
取
材
に
お
邪
魔
し
て
い

ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ

を
担
い
で
お
邪
魔
す
る
こ
と
が
増
え
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。「
広
報
く
ず
ま
き
」「
く

ず
ま
き
テ
レ
ビ
」
と
も
ど
も
、
よ
り
一
層

の
ご
愛
顧
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
櫻
田
）

　
「
え
〜
、
私
で
す
か
？
」
情
け
な
い
こ

と
に
こ
う
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
24
年
ぶ
り

２
度
目
の
広
報
担
当
で
し
た
。
22
年
度
は

後
方
（
広
報
）
支
援
で
し
た
が
、
新
採
用

当
時
の
７
年
を
含
め
て
通
算
11
年
。
今
月

号
を
も
っ
て
若
い
人
た
ち
に
す
べ
て
バ
ト

ン
タ
ッ
チ
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今

後
と
も
「
広
報
く
ず
ま
き
」
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
（
澤
口
）

広
報
室
か
ら

「
広
報
く
ず
ま
き
」
は
再
生
紙
を

使
用
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
の
東
北
関
東
大
震
災
で
被

害
に
遭
わ
れ
た
町
民
の
皆
さ
ま
、
ふ
る

さ
と
会
会
員
の
皆
さ
ま
に
心
よ
り
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ご
家
族
や
ご
親

戚
、
同
僚
や
友
人
な
ど
、
ご
無
事
で
あ

る
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

町
内
で
は
地
震
発
生
直
後
か
ら
、
停

電
や
ガ
ソ
リ
ン
不
足
な
ど
、
他
に
も
時

間
が
経
つ
に
つ
れ
て
被
害
が
拡
大
す
る

の
で
は
と
懸
念
し
て
い
ま
す
。

　

震
災
で
は
沿
岸
地
域
の
津
波
に
よ
る

被
害
が
大
き
く
、
テ
レ
ビ
で
見
る
映
像

は
言
葉
を
失
う
ば
か
り
で
す
。
被
災
地

の
方
々
の
悲
し
み
と
ご
苦
労
を
考
え
る

と
い
た
た
ま
れ
な
い
思
い
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。
災
害
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
、
災
害
に
遭
わ
れ

た
皆
さ
ま
方
の
生
活
が
一
日
で
も
早
く

復
旧
で
き
ま
す
よ
う
に
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
会
は
第
20
回
の
総
会
・
懇

親
会
を
３
月
13
日
に
予
定
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
こ
の
た
び
の
緊
急
事
態
と
な

り
延
期
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
日
は
、
葛
巻
町
か
ら
鈴
木
町
長
さ
ん

を
は
じ
め
関
係
者
の
方
や
会
員
な
ど
91

名
の
出
席
者
で
行
わ
れ
る
予
定
で
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
会
総
会
・
懇
親
会
と
記
念

事
業
は
、
今
の
と
こ
ろ
８
月
15
日
に
ふ

る
さ
と
葛
巻
町
で
の
開
催
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
ふ
る
さ
と
会
の
役
員
会
と
役

場
の
担
当
課
で
あ
る
総
務
企
画
課
と
相

談
い
た
し
ま
し
て
、
今
後
の
予
定
な
ど

を
決
め
て
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

ふ
る
さ
と
会
と
し
て
、
災
害
へ
の
一

助
に
な
る
よ
う
な
こ
と
、
町
の
発
展
に

つ
な
が
り
、
会
員
相
互
の
連
携
を
図
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
事
業
を
検
討
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
と
会
員
の
皆
さ
ま
の

お
幸
せ
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

葛巻ふるさと会
会長　落 宰　房 夫さん（小屋瀬出身・千葉県在住）

町の人口
23. 3. 1 現在（前月比）

　男　　3,632人（－７)
　女　　3,842人（－６)
　計　　7,474人（－13)
世帯数　2,897戸（-６)
（住民基本台帳）

橋坂傳次郎 (79　田　子) ト　ワ
大下コノエ (65　田　子) コノエ
深澤口弘美 (50  四日市) 純　子
上野ミサノ (86　江刈川) 保　男
府金　良輔 (82　新　町) 利　夫
近藤　マサ (92　前　里) マ　サ
水沼ハツノ (85　橋　場) ハツノ
阿部　康夫 (70　田　子) 康　夫
弓田　繁雄 (60　寺　田) 繁　雄
三好　勝治 (69　小屋瀬) シ　ゲ

～以上２月届け出分～
※広報に載せて欲しくない方は届け
　出のときに係にお話ください。　
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このコーナーに掲載希望の人は総務企画課（内線225）へお申し出ください。
なお、原稿送付先は同課（メールアドレス：kuzumaki@town.kuzumaki.iwate.jp）まで。

やすらかにやすらかに

誕生おめでとう誕生おめでとう

〔世帯主〕

鹿
糠　
　

慎し
ん

く
ん

遠
藤　

陽は
る
と人

く
ん

２
／
５
･
星
野

保
護
者
＝
安
裕
･
紀
子

２
／
６
・
星
野

保
護
者
＝
勝
成
・
真
由
美

ふ
る
さ
と
へ
の
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メメッッ
セセ
ーー
ジジ

　




